
男女がともに
自分らしく生きられるように…

コ ラ ム ・ に ん げ ん
人間が人間らしく生きるために、すべての人が

等しく持っている権利、人権について考えるコラムです。

考えよう・人権
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「泣かされる息子」
「男の子は泣いたらだめ」

「他の子にやられたら必ずやり返しなさい」

私は母にこう言われ続け、その教えを忠実に実行して大

きくなった。そして、大人になった今、映画の感動的なシ

ーンなど、泣きたい場面でも涙が出てこない自分の姿があ

る。私はもともと強い子ではなく、無理して母の教えを実

行していたのだが、それが自分の心にしみついてしまった

のだろう。そんな私が今は親となり、2歳の息子がいる。

児童館に行くと、子ども同士でおもちゃの取り合いになる

ことも多いのだが、息子は決まって泣かされる側。それも、

激しいやり取りをするわけでもなく無抵抗なまま泣いてし

まうのだ。でも、そんな息子を見ても私は怒る気になれな

い。私のように無理をさせたくないからだ。息子はよく笑

い、よく泣き、自分より小さい子にはとても優しい。私は

彼が、今の素直な気持ちを失わずにのびのびと成長し、優

しい大人になってほしいと思っている。

これは、ドーンセンター開館10周年記念のとき、ジェ

ンダーぷちエッセイを募集し優秀作品に選ばれた30代男

性の作品です。幼いころ、「女の子だから、しとやかにし

なさい」とか「男の子だから、泣いたらだめ」などと、だ

れもが一度は周りの大人から言われた経験があるのではな

いでしょうか。何気なく発する大人の言葉に、違和感を感

じる子どももいます。泣き虫男の子だって、やんちゃな女

の子だって大丈夫！

女・男という性別にとらわれることなく、自分らしくの

びやかに生きることのできる社会になるといいですね。
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泉大津で起こったさま
ざまなできごとやイベ
ントを、写真ととも
にお届けします。の話題まち

Izumiotsu  Town  Topics

saycheese!!

3月3日、市内の各保育所ではひな祭りのお祝いが
行われました。
戎保育所では、園児たちが先生手作りの衣装に身
を包み、記念撮影を行いました。先生に着物を着せ
てもらい、男の子はお内裏様、女の子はおひな様に
なって2人1組で記念撮影。少しおすましした園児た
ちの顔がとても印象的でした。

市内の各保育所の桃の節句

な祭りをお祝い！ひ

2月23日、戎小学校で「いのちのリレー出前講
座」が開かれました。これは、性や妊娠・出産
の知識を子どもたちに正しく伝え、知ってもら
うことで、いのちの尊さを理解してもらおうと
いう取り組みで、市立病院の助産師が講師とな
って行われるものです。この日は5年生を対象に、
男女の違いや妊娠・出産について講義を受け、
実際の赤ちゃんと同じ重さの人形を抱っこなど
して、理解を深めていました。

戎小で市立病院助産師が性教育

剣に取り組んでいました真



2月15日、市では1月15日に若宮町の商店街で発生した火災
に際し、いち早く駆け付け、付近住民の避難誘導や安否確認な
どに当たるなど被害の軽減に寄与したとして、旭町自治会防災
部（田中代表）、KASUGA自主防災（川上代表）、菅原町自治会
災害対策委員会（村田代表）、田中町防災委員会（長谷川代表）、
若宮町自主防災組織（山野代表）の市内5防災組織に対して、
感謝状を贈りました。

若宮町商店街での火災時被害軽減に尽力

主防災組織の活躍に感謝状自
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本市の友好都市であるオーストラリアのグレータージローン
市から、泉州国際市民マラソンに参加するため、男女2人のラ
ンナーが来日しました。2月21日の大会当日、スコット・ラン
トールさんは一般男子の部で見事1位、ジャドラ・コーリック
さんは、一般女子の部で3位になり、2人とも素晴らしい結果を
残しました。
2人は、マラソン大会に参加するほか、市内のホストファミ
リーのお宅に、それぞれホームステイしながら、日本の文化に
触れ、19日には神谷市長を表敬訪問、22日には結果報告に再
び市長を訪問し、親交を深めました。

豪州友好都市ランナーが泉大津にやってきた

ラソン大会で1位、3位と大活躍!!マ

3月10日、市地域子育て支援センターでは、犬との触
れ合いを通じ、心身を癒してもらおうと「ドッグセラピ
ー」を勤労青少年ホームで開催しました。
当日参加した25組の親子たちは、2頭の愛らしいセラ
ピー犬に大はしゃぎ。頭をなでるなどリラックスしたひ
とときを過ごしていました。

子育て講座「ドッグセラピー」開催

と触れ合いリラックス！犬

2月11日、普段は一般公開されていない国の登録有形
文化財、助松町の「田中家住宅」を、所有者のご協力に
より、特別公開しました。
当日は、雨まじりのあいにくの天気にも関わらず、多
くの市民が参加し、江戸時代の本陣建築を熱心に見入っ
ていました。

「田中家住宅」特別公開

の登録有形文化財を見学国

（写真左から永田氏・木谷消防長・三浦氏・神谷市長・（写真左から永田氏・木谷消防長・三浦氏・神谷市長・
田中氏・長谷川氏・山野氏）田中氏・長谷川氏・山野氏）
（写真左から永田氏・木谷消防長・三浦氏・神谷市長・
田中氏・長谷川氏・山野氏）

ども棋士147人が熱い対局
第4回泉大津市こども将棋大会

2月14日、市民会館でこども将棋大会が開催され、市内の小
中学生ら147人が参加し、日本将棋連盟の坂口悟5段審判長の
もと、熱戦を繰り広げました。はじめは緊張気味だった子ども
たちでしたが、対戦が進むたびに、力強い一手を響かせていま
した。なお結果は、次のとおりです。（敬称略） 蜴小学生の
部　優勝…寺内悠貴（浜小5年）、準優勝…藤原直也（楠小5年）、
3位…小池孝明（条東小5年）、国本純矢（戎小6年） 蜴中学
生の部 優勝…谷東衛（東陽中2年）、準優勝・中嶌和樹（小津
中3年）、3位…寺田寛輝（誠風中2年）、渡邊大輝（東陽中1年）

子

條小5年生が取り組みを発表
第1回こども環境サミット

2月20日に、「こども環境サミット」が、府教育セン
ターで、府内7小学校と、5中学校が参加し開催されま
した。これは、府内の小中学校で、温暖化防止やエネル
ギー、リサイクルなどへの意識を高めるため2009年度
から始まった「環境教育推進事業」の一環で、本市から
は、昨年7月に校庭を全面芝生化した上條小学校5年生
が代表として参加し、学校で取り組んでいる環境学習に
ついて発表しました。サミットの最後には、「学校発エ
コ宣言」と題し、子どもたちが自分たちで実践できる活
動目標を披露しました。

上

ルザ通りがケヤキの並木道に
泉大津駅東から300ｍにケヤキ植樹

国からの経済対策臨時交付金をもって、市では泉大津
駅東側交差点から約300ｍの区間にケヤキを植樹しまし
た。ケヤキは、日本の代表的な広葉樹で若葉や紅葉が美
しい樹木です。 問合 みどり推進室（市役所2階）

ア
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人1団体が教育委員会追加表彰
教育委員会追加表彰者決まる

3月2日、平成21年度教育委員会追加表彰が行われ、学校ク
ラブ活動、社会教育および社会体育の場で功績のあった個人8
人と1団体が表彰されました。表彰者は、次のとおりです。（敬
称略）蜴学校クラブ活動功労者（個人）…山口雄貴、西浩輝、
東日出海、稲垣諒、高橋延晃（以上東陽中陸上競技部）、山根
七星（小津中） 蜴学校クラブ活動功労者(団体）…東陽中陸
上競技部男子駅伝チーム　蜴社会教育功労者（個人）…木村浩
之（公務員） 蜴社会体育功労者（個人）…後迫龍輝（上條小）

8

市内各幼稚園では、2月を中心に音楽会が開かれまし
た。戎幼稚園では、年少児はカスタネットや鈴でリズム
打ち、年中児はいろいろな打楽器による演奏、年長児は
有音程楽器を加え合奏に挑戦しました。特に歌では、子
どもたちが歌詞を意識して心を込めて歌っていました。
音楽会を訪れた保護者らは、子どもたちが楽しそうに
歌う姿に成長を実感し、目を潤ませていました。

これまでの練習の成果を披露

内の幼稚園で音楽会市


